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1.研究実施の概要 

 本研究では、情動発達および情動学習・記憶の神経機構ならびにその障害発症機構を、

情動発現および社会的認知機能の中枢である大脳辺縁系(辺縁系)を中心に、分子・遺伝子

（種々の受容体、DNAメチル化機構、シナプス形成機構などニューロンの機能制御に関与

する分子・遺伝子機構）から細胞(ニューロンの種々の刺激に対する応答特性)・システム

(脳領域と行動特性の相関)レベルで総合的に解明することを目的とする。 

 本年度は、I.情動発達およびその学習・記憶の神経生理学的基盤を明らかにするため、

覚醒行動下の正常発達動物（マウス、ラットおよびサル）およびD1受容体ノックアウトマ

ウスの大脳辺縁系各部位からニューロン活動の記録を開始し、空間、報酬獲得行動、ヒト

の表情などに対するニューロン応答性を解析した。II. その物質的基盤を分子・遺伝子レ

ベルで解明するため、情動制御に関わる前頭前野および扁桃体特異的遺伝子操作マウス、

脳に発現し神経栄養因子として機能する血小板由来増殖因子(PDGF)のコンディショナル遺

伝子操作マウス、ならびにヒトにおいて精神遅滞、記憶・学習障害を示すATRX症候群原因

遺伝子であるATRXノックアウトマウスの作製を開始した。また、海馬シナプス可塑性の障

害と情動行動異常との関連を調べる目的で、ドレブリンのアイソフォーム変換欠損マウス

の海馬体における長期増強の解析を行った。III. ヒトにおける情動発達、およびその障

害発症過程を明らかにするため、健康者および思春期に発症する統合失調症患者を用いて

小児～思春期に至る脳発達を画像医学的に検討するとともに、てんかん、外科的侵襲によ

る精神的ストレス、および感染症による抗脳自己抗体発現などが小児の脳と行動発達に及

ばす影響を解析した。 

 尚、本年度は、初年度のため、非侵襲的脳機能計測機器（光トポグラフィー：NIRS）、

神経生理学的解析機器、および動物行動解析機器などの導入を行い、次年度より本格的に

解析していく予定である。 
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